
 

第３回自治推進委員会のまとめ（案） 

平成２４年９月２５日開催 

 

1．区ごとの協議の場について 

・ まちづくりをどの主体で行うのか？校区自治協議会、自治会だけが主体

だから、もっと広く多くの人が参加をして意見を交換するほうがいいの

【中村委員】 

・ 行政によって細分化されるのではなく、区の特性を生かした独自のまち

ていくことが最適ではないか。そのためのきちんとした組織は作るべき

・ 協議の場についての情報をどのように得ればよいのか、どのようにすれ

のか分からない。【毎熊委員】 

・ 地域で NPO の取組みを話すことができるような繋がりを持ちたい。【毎熊

・ 現段階では区は非常に不安定なので、あいぽーとにおいて NPO や人を繋

活動を始めるときに連携ができるように準備をするべきではないだろう

員】 

・ どのようにアクションを起こしていいのか分かりづらい。NPO としては具

まとまったときにマッチングをすることができたらと思う。【坂口委員】

・ 多様な市民が集まり、多くの意見を交換できれば、得ることも多い。【

・ 区ごとの協議の場において予算について考えることができるようにする

である。【浅尾委員】 

・ 行政内部でも分権をどうするか決まっていないように思う。まずそれを

せて欲しい。【浅尾委員】 

・ 財源を準備し、市民が必要だと思うことにそれを充てていく仕組みが必

員長】 

・ まちづくり推進課は、市民と区役所の関係が活性化するような役割をも

ほうがいいのではないか。【上野委員長】 

・ 区ごとに話し合ったことが、経営戦略会議までにいくまでの道筋を見え

て欲しい。【荒木副委員長】 

・ 経営戦略会議などで、５人の区長は臆せず区の課題を発言して欲しい。【

・ 区から市につなぐことが多い。区で判断が可能ならば、もっといいサー

できるのではないか。【野中委員】 

 

 

＜その他＞ 

・ 「まちづくり」という言葉をもう少し整理したほうがよい。（まち・町・

尾委員】 
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